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論   文   の   要   旨 
 
 本研究は、自然体験を重要視する環境教育の中の土壌観察という土壌と触れ合う自然体験がヒトの生理作用
と心理作用に及ぼす影響を明らかにすることを目的としたものである。この土壌に触れあう土壌観察は、環境
教育の自然体験としての意義と森林セラピー等がめざすところのリラックスからくる予防医学としての補
完・代替医療としての2つの点において意義を有する。 
 自然体験は、環境教育の中で最重要視されている。自然体験は、自然の中で遊び、楽しみながら感性を養う
ことができ、体力、知力をつけることができる。自然体験は人間としての成長過程に不可欠なものであると同
時に、それを通して子どもたちは、人と自然の関係について包括的に学び、人間を含めた環境全体、地球の営
みなどについて基本的な認識を養うことができる。環境教育における土壌観察は、自然の中で直接土壌に触れ
るという自然体験である。野外の自然の中で景観を含む環境がどのようにして土壌を作り出してきたのかとい
うことを観察することは、気候やそれに伴う植生、地形や歴史を全て包含する高度な学びである。自然体験等
による自然がもたらす人の心身への影響については、これまでに世界で多くの研究がなされている。日本にお
いても森林浴をはじめ、河川、海岸、里山等の自然のもたらすリラクセーション効果のデータが蓄積されるよ
うになった。その効果を補完・代替医療として活用しようという動きが始まっている。しかしながら、土壌に
触れるという自然体験がヒトに与える影響についての研究は少なく、データも不十分である。 
 そこでまず、環境教育における自然観察の拠点施設である全国10箇所の自然観察の森の土壌の諸性質を調べ
て土壌分類をおこないデータ化した。これによって自然観察の森を土壌観察の拠点にして、レンジャーらが土
壌に触れる自然体験の取り組みを進めることを可能とした。また、レンジャーや自然観察の森運営協議会への
アンケート調査によって現場の人たちの土壌観察会や土壌の教育に対する意識が明らかになった。このことは、
全国の自然観察の森で子どもたちや一般の人たちが土壌に触れるという自然体験を通して心身に良い影響を
受けることができるようになることを意味する。 
 次いで、これまでリラックスや森林セラピー等で用いられてきた実験の手法の中から非侵襲的で容易に用い
ることのできる指標を採用して、すなわち、自律神経機能と脳波および心理的指標の気分プロフィール検査短
縮版（Profile of Mood States-Brief 以下、POMS）と視覚的アナログ尺度（Visual Analogue Scale以下、V
AS）によってその影響を示した。まず、土壌観察した群と土壌観察しない群で自律神経機能に及ぼす影響を検
討した。次に、土壌観察した群とビーズを観察した群を脳波によって検討した。本研究では、さらに視覚に障
碍をもつ群と視覚に障碍をもたない群とで土壌観察した時と土壌観察しない時、また、土壌観察した時とビー
ズを観察した時の脳波の違いを比較した。最後に、土壌観察した群と土壌観察しない群、および土壌観察した
群とビーズを観察した群での観察前後のPOMSの変化とVAS値の変化を測定した。その結果、自律神経機能の検
討では、土壌観察した群で副交感神経機能が有意に増加した。脳波による検討では、土壌観察した群でα2波
の優勢率が増加した。視覚に障碍をもつ群と視覚に障碍をもたない群とで上記実験の脳波に違いは認められな
かった。 
 さらに心理的作用の影響を検討したPOMSでは、土壌観察した群はビーズを観察した群に比べてポジティブな
気分を示す「活気」の値が有意に増加した。VAS値の変化では、土壌観察した群はビーズを観察した群に比べ
て「リラックスした」、「落ち着いた」、「緊張しない」の値が増加した。本研究において土壌観察という土
壌と触れ合う自然体験がヒトの生理作用と心理作用にリラックス効果や気分の高揚感を及ぼすという影響が
明らかになった。 
 
審  査  の  要  旨 
 
 自然体験のヒトへの効果については、森林や河川、里山等、多くの研究が報告されているが、土壌観察が与
えるヒトへの効果についてはほとんど研究例がない。そこで、本研究は、土壌観察したときに、観察者の生理
的影響、心理的影響を明らかにするために、血圧、心拍変動、脳波、唾液アミラーゼ活性等の生理的作用の測
定、また、VAS試験等の心理的作用の測定を行い、土壌観察が及ぼすヒトへの効果を検証した。 
 研究の結果、土壌観察により、気分の好転が確認され、リラックス効果が期待できることが明らかとなった。
そのことにより、土壌観察の癒し効果、リラクセーション効果が期待された。 
 本研究は、土壌観察が従来言われている環境教育的重要性だけでなく、土壌のもつ予防医学的重要性につい
ても明らかにしており、土壌のヒトへの心理学的効果、生理学的効果を解明する分野の先駆けとして位置づけ
られる。土壌のもつ癒し効果という、今まで漠然としていた土壌の機能を科学的に解明したことが本研究のオ
リジナリティであると思われた。以上のことより、本研究は、わが国の土壌学の新たな分野の創出に対して、
大きく貢献する研究であると判断された。 
 平成26年1月17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
